
 

 

 

 

 

２０１１年１１月の地震活動の評価 
 

１．主な地震活動 

○ 11 月 20 日に茨城県北部でマグニチュード（M）5.3 の地震が発生した。この地

震により茨城県で最大震度５強を観測し、負傷者が出るなどの被害を生じた。 

○ 11 月 21 日に広島県北部で M5.4 の地震が発生した。この地震により広島県で

最大震度５弱を観測し、重傷者が出るなどの被害を生じた。 

○ 11 月 24 日に浦河沖で M6.2 の地震が発生し、北海道日高地方で最大震度５弱

を観測した。 

 

２．各地方別の地震活動 

（１）北海道地方 

○ 11 月 24 日に浦河沖の深さ約 45km で M6.2 の地震が発生した。この地震の発震

機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプ

レートの境界で発生した地震である。 

 

（２）東北地方 

○ 11 月 10 日に秋田県内陸南部の深さ約５km で M4.1 の地震が発生した。この地

震の発震機構は西北西－東南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型で、地殻内で発

生した地震である。 

○ 11 月 24 日に福島県沖の深さ約 45km で M6.1 の地震が発生した。この地震の発

震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸の

プレートの境界で発生した地震である。 

 

（３）関東・中部地方 

○ 11 月３日に茨城県南部の深さ約 60km で M4.9 の地震が発生した。この地震の

発震機構は、東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートとフィリピン

海プレートの境界で発生した地震である。 

○ 11 月７日に福島県・群馬県・栃木県県境付近の深さ約５km で M4.5 の地震が発

生した。この地震の発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型

で、地殻内で発生した地震である。 

○ 11 月 18 日に福井県嶺北の深さ約５km で M4.8 の地震が発生した。この地震の

発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で、地殻内で発生し

た地震である。 

○ 11 月 20 日に茨城県北部の深さ約 10km で M5.3 の地震が発生した。この地震の

発震機構は東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層型で、地殻内で発生した地

震である。 

○ 東海地方のＧＰＳ観測結果等には、東海地震に直ちに結びつくとみられる変化

は観測されていない。 

 

平成２３年１２月９日

地震調査研究推進本部

地 震 調 査 委 員 会



 

（４）近畿・中国・四国地方 

○ 11 月 21 日に広島県北部の深さ約 10km で M5.4 の地震が発生した。この地震の

発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で、地殻内で発生し

た地震である。この地震の後、25 日に M4.7 の地震が発生するなどのまとまった

地震活動があった。 

 

（５）九州・沖縄地方 

○ 11 月８日に沖縄本島北西沖の深さ約 220km で M7.0 の地震が発生した。この地

震の発震機構は東西方向に張力軸を持つ型で、フィリピン海プレート内部で発生

した地震である。 

 

補足 

○ 12 月１日に長野県北部のごく浅いところで M4.6 の地震が発生した。この地震

の発震機構は北西－南東方向に圧力軸を持つ型で、地殻内で発生した地震である。 

○ 12 月３日に千葉県北東部〔千葉県南部〕の深さ約 20km で M5.2 の地震が発生

した。この地震の発震機構は北北西－南南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フ

ィリピン海プレートと陸のプレートの境界で発生した地震である。 

注：〔 〕内は気象庁が情報発表で用いた震央地域名である。



 

２０１１年１１月の地震活動の評価についての補足説明 
 

平成 23 年 12 月 9 日 

地 震 調 査 委 員 会 

１．主な地震活動について 

 2011 年 11 月の日本およびその周辺域におけるマグニチュード（M）別の地震の発生

状況は以下のとおり。 

 M4.0 以上および M5.0 以上の地震の発生は、それぞれ 137 回（10 月は 162 回）および

９回(10 月は 13 回)であった。また、M6.0 以上の地震の発生は３回（10 月は１回）で、

2011 年は 11 月までに 115 回発生している。 

 

（参考） M4.0 以上の月回数 73 回（1998-2007 年の 10 年間の中央値）、 

     M5.0 以上の月回数９回（1973-2007 年の 35 年間の中央値）、 

     M6.0 以上の月回数 1.4 回、年回数約 17 回（1924-2007 年の 84 年間の平均値） 

 

 2010 年 11 月以降 2011 年 10 月末までの間、主な地震活動として評価文に取り上げた

ものは次のものがあった。 

      － 父島近海        2010 年 12 月 22 日 M7.8 

      － 三陸沖         2011 年３月９日 M7.3 

－ 東北地方太平洋沖地震  2011 年３月 11 日 M9.0（深さ約 25km） 

－ 静岡県伊豆地方     2011 年３月 11 日 M4.6（深さ約５km） 

－ 長野県・新潟県県境付近 2011 年３月 12 日 M6.7（深さ約 10km） 

－ 静岡県東部       2011 年３月 15 日 M6.4（深さ約 15km） 

－ 茨城県北部       2011 年３月 19 日 M6.1（深さ約５km） 

－ 福島県浜通り      2011 年３月 23 日 M6.0（深さ約 10km） 

－ 茨城県南部       2011 年３月 24 日 M4.8（深さ約 50km） 

－ 秋田県内陸北部     2011 年４月１日 M5.0（深さ約 10km） 

－ 茨城県南部       2011 年４月２日 M5.0（深さ約 55km） 

－ 宮城県沖        2011 年４月７日 M7.1（深さ約 65km） 

－ 福島県浜通り      2011 年４月 11 日 M7.0（深さ約５km） 

－ 長野県北部       2011 年４月 12 日 M5.6（深さごく浅い） 

－ 千葉県東方沖      2011 年４月 12 日 M6.4（深さ約 25km） 

－ 茨城県南部       2011 年４月 16 日 M5.9（深さ約 80km） 

－ 長野県・新潟県県境付近 2011 年４月 17 日 M4.9（深さ約 10km） 

－ 秋田県内陸南部     2011 年４月 19 日 M4.9（深さ約５km） 

－ 千葉県東方沖      2011 年４月 21 日 M6.0（深さ約 45km） 

－ 福島県浜通り      2011 年５月６日 M5.2（深さ約５km） 

－ 新潟県中越地方     2011 年６月２日 M4.7（深さ約５km） 

－ 岩手県沖        2011 年６月 23 日 M6.9（深さ約 35km） 

－ 長野県中部       2011 年６月 30 日 M5.4（深さ約５km） 

－ 和歌山県北部      2011 年７月５日 M5.5（深さ約５km） 

－ 三陸沖         2011 年７月 10 日 M7.3 

－ 茨城県南部       2011 年７月 15 日 M5.4（深さ約 65km） 

－ 駿河湾         2011 年８月１日 M6.2（深さ約 25km） 

－ 福島県沖        2011 年８月 19 日 M6.5（深さ約 50km） 

－ 日高地方中部      2011 年９月７日 M5.1（深さ約 10km） 



 

－ 茨城県北部       2011 年９月 21 日 M5.2（深さ約 10km） 

－ 福島県浜通り      2011 年９月 29 日 M5.4（深さ約 10km） 

－ 熊本県熊本地方     2011 年 10 月５日 M4.5（深さ約 10km） 

 

２．各地方別の地震活動 

（１）北海道地方 

北海道地方では特に補足する事項はない。 

 

（２）東北地方 

－福島県会津から山形県置賜地方の県境付近において、３月中旬からまとまった地震

活動が続いている。 

 

「11 月 20 日に茨城県北部の深さ約 10km で M5.3 の地震が発生した。（以下、略）」： 

福島県浜通りから茨城県北部の領域にかけて、平成 23 年（2011 年）東北地方太

平洋沖地震の発生後から活発な地震活動が続いている。 

 

（３）東北地方太平洋沖地震に伴う地震活動及び地殻変動について 

－３月 11 日に発生した平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の余震域では、

活発な地震活動が見られる。今後も引き続き規模の大きな余震が発生する恐れがあ

り、強い揺れや高い津波に見舞われる可能性がある。また、引き続き東北地方から

関東・中部地方の広い範囲で、余効変動と考えられる東向きの地殻変動が観測され

ているが、徐々に小さくなってきている。 

 

（４）関東・中部地方 

「東海地方のＧＰＳ観測結果等には、東海地震に直ちに結びつくとみられる変化は

観測されていない。」： 

（なお、これは、11 月 21 日に開催された定例の地震防災対策強化地域判定会にお

ける見解（参考参照）と同様である。） 

 
(参考)最近の東海地域とその周辺の地震･地殻活動(平成 23 年 11 月 21 日気象庁地震火山部) 

「現在のところ、東海地震に直ちに結びつくとみられる変化は観測されていません。 

１．地震活動の状況 

静岡県中西部の地殻内では、全体的にみて、2005 年中頃からやや活発な状態が続いてい

ます。 

 浜名湖周辺のフィリピン海プレート内では、引き続き地震の発生頻度のやや少ない状態が

続いています。 

その他の領域では概ね平常レベルです。 

２．地殻変動の状況 

 全般的に注目すべき特別な変化は観測されていません。 

 ＧＰＳ観測及び水準測量の結果では、御前崎の長期的な沈降傾向は継続しています。更に、

傾斜計、ひずみ計等の観測結果を含めて総合的に判断すると、東海地震の想定震源域及びそ

の周辺におけるフィリピン海プレートと陸のプレートとの固着状態の特段の変化を示すよ

うなデータは、現在のところ得られていません。 

 なお、ＧＰＳ観測の結果によると、「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」によ

る余効変動が、小さくなりつつありますが東海地域においてもみられています。」 

 

－房総半島で 10 月 26 日頃から観測されていた非定常的な地殻変動は、11 月８日頃

までにほぼ収まったように見える。この変化は、フィリピン海プレートと陸のプレ



 

ートの境界におけるゆっくりとした滑り（スロースリップ）に起因するものと考え

られる。このスロースリップの規模は Mw（モーメントマグニチュード）で 6.6 程

度と推定される。 

 

（５）近畿・中国・四国地方 

近畿・中国・四国地方では特に補足する事項はない。 

 

（６）九州・沖縄地方 

九州・沖縄地方では特に補足する事項はない。 

 

補足 

「12 月３日に千葉県北東部〔千葉県南部〕の深さ約 20km で M5.2 の地震が発生した。

（以下、略）」： 

今回の地震の震央付近の千葉県東方沖から房総半島南東部にかけて 10 月 25 日頃か

らまとまった地震活動が発生しており、今回の地震は地震活動が低下してきている中

で発生した。 

 
参考１ 「地震活動の評価」において掲載する地震活動の目安 

    ①M6.0 以上または最大震度が４以上のもの。②内陸 M4.5 以上かつ最大震度が３以上のもの。

    ③海域 M5.0 以上かつ最大震度が３以上のもの。 

参考２ 「地震活動の評価についての補足説明」の記述の目安 

   １ 「地震活動の評価」に記述された地震活動に係わる参考事項。 

   ２ 「主な地震活動」として記述された地震活動（一年程度以内）に関連する活動。 

   ３ 評価作業をしたものの、活動が顕著でなく、かつ、通常の活動の範囲内であることから、 

    「地震活動の評価」に記述しなかった活動の状況。 

 



気象庁・文部科学省（気象庁作成資料には、防災科学技術研究所や大学等関係機関のデータも使われています） 

 

2011 年 11 月の全国の地震活動 
（マグニチュード 4.0 以上） 

・11 月８日に沖縄本島北西沖で M7.0 の地震（最大震度４）が発生した。 

・11 月 20 日に茨城県北部で M5.3 の地震（最大震度５強）が発生した。 

・11 月 21 日に広島県北部で M5.4 の地震（最大震度５弱）が発生した。 

・11 月 24 日に福島県沖で M6.1 の地震（最大震度４）が発生した。 

・11 月 24 日に浦河沖で M6.2 の地震（最大震度５弱）が発生した。 

 

 [図中に日時分、マグニチュードを付した地震は M5.0 以上の地震、または M4.0 以上で最大震度５弱以上を観測した地震であ

る。また、上に表記した地震は M6.0 以上、または M4.0 以上で最大震度５弱以上を観測した地震である。] 

※ 矩形は「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震域



［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上、その他、

注目すべき活動のいずれかに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

ｂ 

ｃ
ａ

北海道地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

※ 点線は「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震域を表す 

ａ）11 月 24 日に浦河沖で M6.2 の地震（最大震度５弱）が発生した。 

 

 

 



気象庁作成 

11 月 24 日 浦河沖の地震 

 
 

 

2011 年 11 月 24 日 19 時 25 分に浦河沖の深
さ 43km で M6.2 の地震（最大震度５弱）が発
生した。この地震の発震機構は、西北西－東
南東方向に圧力軸を持つ逆断層型であり、太
平洋プレートと陸のプレートの境界で発生し
た地震である。 
この地震の震源から約 10km 南東の深さ

37km では、８月１日にも M5.5 の地震（最大
震度４）が発生している。 
2001 年 10 月以降の活動を見ると、今回の

地震の震源とほぼ同じ場所で、2006 年４月 13
日に M5.3 の地震（最大震度４）が発生してい
るが、その後は 2011 年８月まで M5.0 以上の

地震は発生していなかった。 

今回の地震

震央分布図 

（1923年８月１日～2011年11月30日、

深さ０～150km、M≧6.0） 

ｃ 

領域ｂ内の地震活動経過図及び回数積算図

震央分布図(2001 年 10 月１日～2011 年 11 月 30 日、 

深さ０～150km 、M≧2.0) 

2011 年 11 月以降の地震を濃く表示 

昭和 57 年（1982 年）
浦河沖地震 

ａ 

1923 年８月以降の活動のうち、今回の地震
の震央付近（領域 c）で発生した「昭和 57 年
（1982 年）浦河沖地震」（M7.1、最大震度６）
では、負傷者 167 人、建物全半壊 25 棟の被害
が生じたほか（「最新版 日本被害地震総覧」
による）、北海道から東北地方の太平洋岸で津
波を観測した（津波の最大の高さ：浦河 78cm
（検潮記録））。

今回の地震

今回の地震

ｂ 

Ａ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影）

Ａ 

Ｂ 

領域ｃ内の地震活動経過図 

Ｂ

（2011 年７月 1 日～11 月 30 日） 



［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上、その他、

注目すべき活動のいずれかに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

ｂ 

東北地方 

ａ 

ｃ

ｄ 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

※ 点線は「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震域を表す 

ａ）11 月中に、「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震域内では、M5.0 以上の地

震が４回、M6.0 以上の地震が１回発生した。最大震度４を観測した地震及び最大震度５強を

観測した地震が１回ずつ発生した。また、以下のｂ）、ｅ）の地震活動があった。 

ｂ）福島県浜通りから茨城県北部にかけての地殻内では、2011 年３月 11 日以降、地震活動が活

発になっている。11 月 20 日に茨城県北部で M5.3 の地震（最大震度５強）及び M4.8 の地震

（最大震度３）が発生した。 

ｃ）福島県会津から山形県置賜地方にかけての地殻内では、３月 18 日から M3.0 程度のまとまっ

た地震活動が見られている。11 月末現在、地震活動は継続している。 

ｄ）11 月 10 日に秋田県内陸南部で M4.1 の地震（最大震度４）が発生した。 

ｅ）11 月 24 日に福島県沖で M6.1 の地震（最大震度４）が発生した。 

 

ｅ



 

 

気象庁作成 

震央地名 M Mw 最大震度 発震機構（CMT解） 発生場所
03月09日 11時45分 三陸沖 7.3 7.3 ５弱 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 太平洋プレートと陸のプレートの境界

03月11日 14時46分 三陸沖
※１

9.0
※２ 9.0 ７ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 太平洋プレートと陸のプレートの境界

03月11日 15時08分 岩手県沖 7.4 7.4 ５弱 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 太平洋プレートと陸のプレートの境界

03月11日 15時15分 茨城県沖 7.6 7.7 ６強 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 太平洋プレートと陸のプレートの境界

03月11日 15時25分 三陸沖 7.5 7.5 ４ 西北西－東南東方向に張力軸を持つ正断層型 太平洋プレート内

04月07日 23時32分 宮城県沖 7.2 7.1 ６強 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 太平洋プレート内

04月11日 17時16分 福島県浜通り 7.0 6.7 ６弱 東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層型 地殻内

07月10日 09時57分 三陸沖 7.3 7.0 ４ 西北西－東南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型 太平洋プレート内

震央地名 M Mw 最大震度 発震機構（CMT解） 発生場所
11月20日 10時23分 茨城県北部 5.3 5.0 ５強 東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層型 地殻内

11月24日 04時24分 福島県沖 6.1 6.1 ４ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 太平洋プレートと陸のプレートの境界

発生日時

2011年３月以降に領域ａ内で発生したM7.0以上の地震

2011年11月に領域ａ内で発生したM6.0以上または最大震度５弱以上を観測した地震

発生日時

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ

Ｂ

平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の余震活動 

2011 年３月 11 日 14 時 46 分に「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」（M9.0、最大震度７）

が発生した。この地震の発生後、震源域に相当する長さ約 500km、幅約 200km の範囲及び海溝軸の東側

を含む震源域の外側（領域ａ）で地震活動が活発になった。11 月末現在、地震活動は全体的には次第に

低下しつつあるものの、本震発生前と比べると活発な状況が続いている。 

領域ａで 2011 年３月以降に発生した M7.0 以上の地震、11 月に発生した M6.0 以上または最大震度５

弱以上を観測した地震はそれぞれ以下の通り。 

ａ

本震 

Ａ 

Ｂ 

震央分布図 
（2011 年３月１日～2011 年 11 月 30 日、 

深さ０～90km 、M≧5.0） 
2011 年 11 月以降の地震を濃く表示 

領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影）

領域ａ内の地震活動経過図及び回数積算図

本震

発震機構は CMT 解 
M7.0 以上の地震と 11 月に発生した M6.0 以上また
は最大震度５弱以上の地震に吹き出しをつけた。

４ ５弱 ５強 ６弱 ６強
3月 347 66 3 416 81 15 6 1 103
4月 46 8 2 56 40 7 2 1 50
5月 28 1 29 14 2 16
6月 13 4 17 7 2 9
7月 15 3 1 19 7 1 2 10
8月 7 4 11 9 2 11
9月 15 3 18 6 1 1 8

10月 4 4 2 2
11月 3 1 4 1 1 2

計 478 90 6 574 167 30 10 2 2 211

最大震度

領域ａ内の地震回数

※ 3月は本震発生後のみの回数（本震を含まない）

M5.0

～

M5.9

M6.0

～

M6.9

M7.0
以上

計 計

※１ 「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」 

※２ この地震の Mは Mw の値。この地震の気象庁マグニチュードは 8.4。
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　（地震後）

　（地震後）

● ---[F3:最終解] ○ ---[R3:速報解] ● ---[F3:最終解] ○ ---[R3:速報解] 国土地理院※東北地方太平洋沖地震に伴い，つくば１（茨城県）が変動したため，
2011/3/11以降のQ3，R3解析においては解析時の固定点を与論（鹿児島県）へ変更している．

東北地方太平洋沖地震(M9.0)前後の地殻変動
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フラグ化変分成フラグ化変分成
TSJ 92/11/1102～21/30/1102：間期TSJ 92/11/1102～10/30/1102：間期
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福島県浜通りから茨城県北部にかけての地殻内では、「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地

震」の発生以降、地震活動が活発化している。これまでに発生した最大の地震は 2011 年４月 11 日に

福島県浜通りの深さ６km で発生した M7.0 の地震（最大震度６弱）である。この地震により死者４人、

負傷者 10 人の被害を生じた（総務省消防庁による）。この地震活動で発生している地震の多くは正断

層型の発震機構である。活動は全体として、４月頃までと比べると低下してきている。 

2011 年 11 月には、20 日 10 時 23 分に茨城県北部の深さ９km で M5.3 の地震（最大震度５強）が発

生した。この地震の発震機構は東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層型であった。この地震によ

り負傷者１人の被害を生じた（総務省消防庁による）。この地震の発生後、震源付近（領域ｄ）では

地震活動がより活発になった。 

福島県浜通りから茨城県北部の地震活動 

震央分布図※ 

（2011 年３月１日～11月 30 日、深さ０～20km、M≧3.0） 

2011 年 11 月以降の地震を濃く表示 

ａ

ｃ

ｂ

Ａ 

M6.0以上の地震と11月に発生したM4.0以上の地震に吹き出
しをつけている。 

領域ｃ内の時空間分布図（Ｅ－Ｆ投影）、 

地震活動経過図及び回数積算図※ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｅ

Ｆ 

Ｂ

Ｄ 

福島県 

茨城県 

Ｆ 

Ａ

Ｂ 

領域ｂ内の時空間分布図（Ｂ－Ｄ投影）、 

地震活動経過図及び回数積算図※ 

Ｂ 

CMT

CMT 

領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影）、 

地震活動経過図及び回数積算図※ 

※ 2011 年３月 11 日、12 日は未処理の地震がある。

ｄ

領域ｄ内の地震活動経過図及び回数積算図 

（2011 年 11 月１日～30 日、M≧2.0） 
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領域ａ内の断面図 

（Ａ－Ｂ投影） Ａ Ｂ

領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影）、 

地震活動経過図及び回数積算図 

（2011 年３月１日～11 月 30 日） 

Ａ

Ｂ

領域ｂ内の時空間分布図、 

地震活動経過図及び回数積算図 

Ｃ

領域ｂ内の断面図

（Ｃ－Ｄ投影） 

Ｄ Ｃ

Ｄ

 

 

 

るほか、領域ｃでも活動が続いている。この活動で発生し

ている地震のうち発震機構が決まっているものの型を見る

と、逆断層型の地震が多く、圧力軸はおおむね北西－南東

方向を向いている。 

ａ

Ａ 

Ｂ 

福島県 

山形県 

会津盆地西縁 
・東縁断層帯 

長井盆地 
西縁断層帯 

震央分布図 

（1997年10月１日～2011年11月30日、 

深さ０～15km、M≧2.0） 

2011 年３月以降の地震を濃く表示 

福島県会津から山形県置賜地方の地震活動 

拡大図 

（2011 年３月１日～2011 年 11月 30日） 

2011 年 11 月以降の地震を濃く表示 

福島県 

新潟県 

山形県 

会津盆地西縁・
東縁断層帯

図中の細線は地震調査研究推進本部による主要活断層帯を表示

長井盆地 
西縁断層帯 

ｂ

ｄ

ａ

Ｃ Ｄ

Ｅ 

Ｆ 
ｃ

Ｅ 

領域ｄ内の断面図 

（Ｅ－Ｆ投影） 

Ｆ Ｅ 

Ｆ 

領域ｄ内の時空間分布図、 

地震活動経過図及び回数積算図 

Ｇ

領域ｃ内の断面図 

（Ｇ－Ｈ投影） 
Ｈ Ｇ

Ｈ

領域ｃ内の時空間分布図、 

地震活動経過図及び回数積算図 

福島県会津から山形県置賜地方にかけての地殻内（領域ａ）では、2011 年３月 18 日から M3.0 程度

のまとまった地震活動が見られており、11 月末現在、４月末までと比べると低下しているものの、地

震活動が継続している。 

2011 年 11 月には、26 日に深さ９km で M3.7 の地震（最大震度３）と M3.5 の地震（最大震度２）が

発生するなど、震度１以上を観測する地震が領域ａ内で 18 回発生した。 

この地震活動は初め領域ａの中央付近（領域ｃ）で活発であったが、８月上旬頃までに徐々に北東・

南西へ広がった。その後は、領域ａの北東部（領域ｂ）と南西部（領域ｄ）で主に地震が発生してい

正断層型 逆断層型

横ずれ断層型

領域ａ内の地震の発震機構の型 

（線は圧力軸の方位） 

圧力軸

すべて

Ｇ 
Ｈ 
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11 月 10 日 秋田県内陸南部の地震 

今回の地震 

2011 年 11月 10日 07時 43分に秋田県内陸南部

の深さ７km で M4.1 の地震（最大震度４）が発生

した。この地震は地殻内で発生した。この地震の

発震機構は西北西－東南東方向に張力軸を持つ横

ずれ断層型である。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ａ）では 2011 年３月 11 日の「平

成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」発生

後に地震活動が活発化し、４月 19 日には M4.9 の

地震（最大震度５弱）が発生した。それ以前には

M3.0 を超える地震は発生していなかった。 

震央分布図 

（1997 年 10 月１日～2011 年 11 月 30 日、 

深さ０～30km、M≧2.0） 

2011 年３月以降の地震を濃く表示 

ａ
領域ａ内の地震活動経過図及び回数積算図

（2011 年３月１日～11月 30 日）

岩手県 

秋田県 

平成 20 年（2008 年）
岩手・宮城内陸地震

宮城県 

CMT

横手盆地 
東縁断層帯 

細線は地震調査研究推進本部による主要活断層帯

山形県 

震央分布図 

（1885 年１月１日～2011 年 11 月 30 日、 

深さ０～50km、M≧6.0） 
（震源要素は、1885 年１月１日～1923 年７月 31 日は

茅野・宇津(2001)、宇津(1982,1985)による※） 

ｂ 領域ｂ内の地震活動経過図 今回の地震 
の震央位置 ★ 

平成 20 年（2008 年）
岩手・宮城内陸地震

昭和 58 年（1983 年）
日本海中部地震 

1885 年１月以降の活動を見ると、今回の地震の震央

周辺（領域ｂ）では、1896 年８月 31 日に M7.2 の地震

（陸羽地震）、1914 年３月 15 日に M7.1 の地震（秋田仙

北地震）が、これらの地震の少し南では、2008 年６月

14日に「平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震」（M7.2、

最大震度６強）が発生している。1914年３月15日のM7.1

の地震では、死者 94 人、負傷者 324 人、住家被害 5,447

棟などの被害が生じた（「最新版 日本被害地震総覧」に

よる）。 

（陸羽地震）

（秋田仙北地震）

※ 宇津徳治, 日本付近の M6.0 以上の地震及び被害地震の表: 1985 年～1980 年, 震研彙報, 57, 401-463, 1982. 

宇津徳治, 日本付近の M6.0 以上の地震及び被害地震の表: 1985 年～1980 年（訂正と追加）, 震研彙報, 60, 639-642, 1985.

茅野一郎・宇津徳治, 日本の主な地震の表, 「地震の事典」第２版, 朝倉書店, 2001, 657pp. 
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11 月 24 日 福島県沖の地震 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2011 年 11 月 24 日 04 時 24 分に福島県沖の深

さ 45km で M6.1 の地震（最大震度４）が発生し

た。この地震の発震機構（CMT 解）は西北西－東

南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プ

レートと陸のプレートの境界で発生した地震で

ある。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地震

の震源付近（領域ｂ）では、もともと M5.0 を超

える地震が時々発生していたが、「平成 23 年

（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の発生以降、

地震活動が活発化した。今回の地震の震源近傍

では、2011 年５月 14 日に M5.9 の地震（最大震

度４）が発生している。 

1923 年８月以降の活動を見ると、今回

の地震の震央周辺（領域ｃ）では、しばし

ば M6.0 を超える地震が発生している。 

ｂ

今回の地震 

震央分布図※ 

（1997 年 10 月１日～2011 年 11 月 30 日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 

2011 年 11 月以降の地震を濃く表示 

領域ｂ内の地震活動経過図※ 

震央分布図 

（1923 年８月１日～2011 年 11 月 30 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 

※ 2011 年３月 11日～５月 30日は未処理のデータがある。

今回の地震

CMT

ａ

領域ａ内の断面図※（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

今回の地震 

領域ｃ内の地震活動経過図 

ｃ

平成23年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震

（2011 年１月１日～11月 30 日）

平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震

CMT



［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上、その他、

注目すべき活動のいずれかに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

ｅ 

ｄ

ｃ

関東・中部地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

ａ

※ 点線は「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震域を表す 

ａ）10 月 25 日頃から九十九里浜付近のフィリピン海プレートと陸のプレートの境界でまとまっ

た地震活動が発生している。12 月３日には M5.2 の地震（最大震度４）が発生した。 

気象庁はこれらの地震に対して〔千葉県東方沖〕〔千葉県北東部〕〔千葉県南部〕で情報発表した。

ｂ）11 月３日に茨城県南部で M4.9 の地震（最大震度４）が発生した。 

ｃ）11 月７日に群馬県北部で M4.5 の地震（最大震度３）が発生した。 

気象庁はこの地震に対して〔栃木県北部〕で情報発表した。

ｄ）千葉県南部では 11 月 14 日に M4.1 の地震（最大震度２）が発生するなど、地震活動がやや

高い状態となっている。 

ｅ）11 月 18 日に福井県嶺北で M4.8 の地震（最大震度４）が発生した。 

 

（上記期間外） 

12 月１日に長野県北部で M4.6 の地震（最大震度３）が発生した。 

 

 

ｂ
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九十九里浜付近の地震活動 

2011 年 12 月 3 日 05 時 55 分に、九十九里浜付近（千葉県南部で情報発表）の深さ 22km で M5.2 の地

震（最大震度４）が発生した。 

九十九里浜付近では、2011 年 10 月 25 日頃からまとまった地震活動が発生していた。これらの地震

の震源の深さは 20km 前後で、フィリピン海プレートと陸のプレートの境界で発生している。主な地震

の発震機構解は、概ね北北西－南南東方向に圧力軸を持つ逆断層型である。12 月３日の地震（M5.2）

はこれらの地震活動の中で最大の地震である。 

参考解

※参考解は通常の解よりも精度が低く、信頼性が落ちる。

領域ａ内の 

時空間分布図 

（東西投影） 

領域ａ内の時空間分布図（南北投影） 

9 月 11 月 12 月

N

S

10 月 11 月 12 月

E W 

10 月 

10 月

11 月

12 月

9 月 

領域ａ内の地震活動経過図・回数積算図 

領域ｂ 

領域ａ

領域ｂ内の南北断面図 N S

震央分布図 

（2011年9月1日～12月日、M≧1.0、深さ0～40km ） 
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12 月３日 九十九里浜付近の地震 

震央分布図（1923 年８月１日～2011 年 12 月５日、 

深さ０～90km、M≧5.0） 

 2011年 12月３日05時 55分に九十九里浜付近の

深さ 22km で M5.2 の地震（最大震度４）が発生し

た。この地震の発震機構は北北西－南南東方向に

圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン海プレート

と陸のプレートの境界で発生した地震であった。

この地震の震源付近（領域ｂ）は、2011 年 10 月下

旬から活発な地震活動が観測されている領域であ

る。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地震の

震源付近（領域ｂ）では、M5.0 以上の地震は 2007

年８月 18 日に発生した M5.2 の地震（最大震度４）

が最近だが、この活動前の約２年間、M3.0 以上の

地震が発生していない時期があった。 

1923 年８月以降の活動を見ると、今回の震央付

近（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震が３回発生し

ている。そのうち、1987 年 12 月 17 日に発生した

地震（M6.7）では、死者２人、負傷者 161 人、住家

全壊 16 棟、住家一部破損７万余等の被害が生じた。

（「理科年表」による）。 

震央分布図（1997 年 10 月１日～2011 年 12 月５日、 

深さ０～90km、M≧2.0） 

2011 年 12 月以降の地震を濃く表示 

ａ

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｃ内の地震活動経過図 

ｂ

Ａ 

ＢＡ 

Ｂ 

領域ｂ内の地震活動経過図及び回数積算図

（2011 年１月１日～2011 年 12月５日）今回の地震

今回の地震 

ｃ

情報発表に用いた震央地名は〔千葉県南部〕である。 

今回の地震 
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11 月３日 茨城県南部の地震 

震央分布図（1923 年８月１日～2011 年 11 月 30 日、

深さ０～120km、M≧4.5） 

 2011 年 11 月３日 19 時 34 分に茨城県南部の

深さ 62km で M4.9 の地震（最大震度４）が発生

した。この地震の発震機構は東西方向に圧力軸

を持つ逆断層型で、太平洋プレートとフィリピ

ン海プレートの境界で発生した地震であった。

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）では、2004 年 10 月６

日に M5.7 の地震（最大震度５弱）が発生してい

るほか、M4.0 以上の地震が時々発生している。

震央分布図（1997 年 10 月１日～2011 年 11 月 30 日、

深さ０～120km、M≧2.0） 

2011 年 11 月以降の地震を濃く表示 

ａ

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｃ内の地震活動経過図 

ｂ

Ａ 

ＢＡ 

Ｂ

ｃ

★印は今回の地震の震央位置 

領域ｂ内の地震活動経過図及び回数積算図

（2010年１月１日～2011年11月30日）

★ 

今回の地震 

今回の地震

今回の地震

1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ｃ）では M6.0 以上の地震が６

回発生している。そのうち、1983 年２月 27 日

に発生した M6.0 の地震（最大震度４）では、負

傷者 11 人などの被害が生じた（「最新版 日本被

害地震総覧」による）。 
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11 月７日 群馬県北部の地震 

震央分布図（1923 年８月１日～2011 年 11 月 30 日、

深さ０～40km、M≧4.5） 

2011 年 11 月７日 23 時 41 分に群馬県北部の

深さ３km で M4.5 の地震（最大震度３）が発生

した。この地震は地殻内で発生した。この地震

の発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持

つ横ずれ断層型であった。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央周辺（領域ａ）は、定常的に地震が発

生している場所であるが、2011 年３月以降、そ

れまでに比べると地震活動がやや活発になって

いる。 

震央分布図（1997 年 10 月１日～2011 年 11 月 30 日、

深さ０～20km、M≧2.0） 

2011 年 11 月以降の地震を濃く表示 

ａ

領域ｂ内の地震活動経過図 

領域ａ内の地震活動経過図及び回数積算図

（2010年１月１日～2011年11月30日）

★

今回の地震

今回の地震 

群馬県 

栃木県

今市地震

ｂ

日光白根山 

燧ケ岳 

赤城山 

細線で地震調査研究推進本部による主要活断層帯を表示。

▲は活火山を表示。

細線で地震調査研究推進本部による主要活断層帯を表示。

▲は火山を表示。

情報発表に用いた震央地名は〔栃木県北部〕である。

1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央の周辺（領域ｂ）では、1949 年 12 月 26

日に今市地震（M6.4）が発生しており、死者 10

人、住家全壊 290 棟などの被害が生じた。石造

建物に被害が多く、山崩れも多かったという（理

科年表による）。今市地震とその余震を除くと、

今回の地震の震央周辺では M5.0 を超える地震

はほとんど発生していない。 
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11 月 18 日 福井県嶺北の地震 

震央分布図（1923 年８月１日～2011 年 11 月 30 日、

深さ０～60km、M≧4.5） 

2011 年 11 月 18 日 03 時 57 分に福井県嶺北の深

さ７km で M4.8 の地震（最大震度４）が発生した。

この地震は地殻内で発生した。この地震の発震機

構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断

層型であった。 

また、前日の 17 日 19 時 09 分に M3.7 の地震（最

大震度３）が発生していた。 

余震分布は東北東－西南西方向に分布してお

り、発震機構解の一つの節面と整合している。 

今回の地震の震央付近（領域ａ）では、2007 年

12 月にも活動があり、今回の活動はその西隣で発

生している。 

震央分布図（1997 年 10 月１日～2011 年 11 月 30 日、

深さ０～20km、M≧2.0） 

2011 年 11 月以降の地震を濃く表示 

ａ

領域ｃ内の地震活動経過図 

領域ａ内の地震活動経過図 

及び回数積算図 

（2011年11月17日～11月30日、

Ｍすべて） 

★

今回の地震 

今回の地震 

福井県 

岐阜県 

福井地震 
ｃ

細線で地震調査研究推進本部による主要活断層帯を表示。

細線で地震調査研究推進本部による主要活断層帯を表示。

今回の地震 

領域ａの拡大図（Ｍすべて） 

北美濃地震

Ａ 

Ｂ 

ｂ

（1997 年 10 月 1 日～ 

2011 年 11 月 30 日、M≧2.0）

福井平野 

東縁断層帯 

濃尾断層帯

（温見断層）

今回の地震

Ａ Ｂ

石川県 

領域ｂの断面図 

（Ａ－Ｂ投影） 

1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地震の

震央の周辺（領域ｃ）では、1948 年６月 28 日に福

井地震（M7.1）が発生しており、死者 3,769 人、

家屋全壊 36,000 以上等の被害が生じた。（理科年

表による）。その他にも M6.0 以上の地震は 1961 年

の北美濃地震（M7.0）など数回発生しているが、

1970 年代後半以降は発生していない。 
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12 月１日 長野県北部の地震 

2011 年 12 月１日 22 時 23 分に長野県北部の深さ

１km で M4.6 の地震（最大震度３）が発生した。こ

の地震は地殻内で発生した。この地震の発震機構は

北西－南東方向に圧力軸を持つ型であった。 

 今回の地震が発生した領域（領域ｂ）では、11 月

29 日に発生した M2.6 の地震（最大震度１）を最大

として、まとまった地震活動が 11 月下旬から発生し

ていた。また、今回の地震活動のあった領域の西側

では、10 月にまとまった地震活動が発生している。

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地震の

震央付近（領域ａ）では、M4.0 を超えるような地震

は、ほとんど発生していなかった。 

震央分布図（1997 年 10 月１日～2011 年 12 月３日、

深さ０～20km、M≧2.0） 

2011 年 11 月 22 日以降の地震を濃く表示 

ａ

（CMT）

今回の地震 

跡津川 

断層帯 

弥陀ヶ原 

富山県 長野県 

岐阜県 

領域ａ内の震央分布図（2011 年 10 月１日

～2011 年 12 月３日、Ｍ全て） 

領域ａ内の地震活動経過図（M≧2.0）

牛首 

断層帯 糸魚川－静岡

構造線断層帯

※ 図中の細線は地震調査研究推進本部による主要活断層帯を表示

▲は活火山を表示。

領域ｂ内の地震活動経過図 

（2011 年 11 月 22 日～12月３日、Ｍすべて）

※図中の細線は地震調査研究推進本部による主要活断層帯を表示

震央分布図（1923 年８月１日～2011 年 12 月３日、

深さ０～20km、M≧5.0） 

左図内の地震活動経過図 

ｂ
弥陀ヶ原 

★は今回の地震の震央の位置 

ごく浅い 

M5.2 

★ 富山県 

岐阜県 
長野県 

跡津川 

断層帯 

糸魚川－静岡

構造線断層帯

1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地震の震

央周辺では、M6.0 以上の地震は発生していない。ま

た、1986 年 12 月 30 日に発生した M5.9 の地震（最

大震度４）では、住家損壊 243 棟、道路被害４か所、

石垣崩落１か所などの被害があった（「最新版 日本

被害地震総覧」による）。 
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［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上、その他、

注目すべき活動のいずれかに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

近畿・中国・四国地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

ａ）11 月 21 日に広島県北部で M5.4 の地震（最大震度５弱）が発生した。また、11 月 25 日に M4.7

の地震（最大震度４）が発生した。 

ａ



気象庁作成 

領域ａ内の地震活動経過図 

（1997 年 10 月１日～2011 年 11 月 30 日） 

11 月 21 日 広島県北部の地震 

震央分布図（1923 年８月１日～2011 年 11 月 30 日、
深さ０～50km、M≧4.0） 

ａ

今回の地震

Ａ 

Ｂ

震央分布図（1997 年 10 月１日～2011 年 11 月 30 日、 
深さ０～30km、M≧2.0） 

1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地震の

震央周辺では M6.0 を超えるような地震がまれに

発生している。1930 年には M6.1 の地震が発生し、

住家破損 1 棟、その他石崖崩れ等の被害を生じた

（「最新版 日本被害地震総覧」による）。 

領域ｃ内の地震活動経過図 

今回の地震

ｃ

平成 12 年（2000 年）

鳥取県西部地震

2011 年 11 月 21 日 19 時 16 分に広島県北部の深さ 12km で M5.4 の地震（最大震度５弱）が発生した。こ

の地震は地殻内で発生した。この地震の発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型であ

った。この地震では負傷者２人、窓ガラス破損等の被害があった（広島県による）。25 日 04 時 35 分に M4.7

の地震（最大震度４）、25 日 04 時 52 分に M4.3 の地震（最大震度３）を観測するなど、余震活動は活発で

あった。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地震の震央付近（領域ａ）では昨年までは M5.0 以上の地震は

発生していなかった。2011 年６月４日に北北西に 30km 程度離れた場所で M5.2 の地震（最大震度４）が発

生している。 

ｂ

領域ｂ内の地震活動経過図 

（2011 年 11 月 21 日～11 月 30 日） 

（2011年 11月 21日～11月 30日、 

深さ０～20km、M≧1.0） 
（深さ０～20km、M≧1.0）

領域ｂ内の断面図

（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ Ｂ

km



［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上、その他、

注目すべき活動のいずれかに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

ｂ 

ａ

九州地方 

特に目立った活動はなかった。 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用



［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上、その他、

注目すべき活動のいずれかに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

ａ

沖縄地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

ａ）11 月８日に沖縄本島北西沖で M7.0 の地震（最大震度４）が発生した。 



気象庁作成 

 

 1980 年以降の活動を見ると、今回の地震の震

源付近（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震が時々

発生している。 

領域ｂ内の地震活動経過図 

今回の地震 

今回の地震

11 月８日 沖縄本島北西沖の地震 

領域ｃ内の地震活動経過図 

震央分布図（1980 年１月１日～2011 年 11 月 30 日、
深さ 100～300km、M≧5.0）

 2011年 11月８日11時 59分に沖縄本島北西

沖の深さ 217km で M7.0 の地震（最大震度４）

が発生した。この地震の発震機構（CMT 解）は

東西方向に張力軸を持つ型で、フィリピン海

プレート内部で発生した地震である。余震活

動は低調である。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0 前後の地

震が時々発生しているが、M6.0 以上の地震は

発生していなかった。 

震央分布図（1997年10月１日～2011年11月30日、
深さ０～300km、M≧3.0） 

深さ100km以深の地震を濃く表示、発震機構はCMT解。 

久米島

沖縄本島

領域ａの断面図（Ａ－Ｂ投影）
Ａ Ｂ

Ｂ 

Ａ 

今回の地震

ｂａ

ｃ




